
 「仙人への道の入り口にて」 

 

皆様 
 

 私は２０１５年３月末に京都大学を定年退

職しました。それから、もうすぐ丸８年にな

ります。私はもともと人間嫌いで、定年後は

仙人になりたいと発言しました。松本に来て

以降、自宅の住所はどなたにもお知らせしま

せんでした。そして、私の連れ合いが松本市

街地に開いた英語教室に居候し、そこを私の

連絡先としてきました。そこには、たくさん

の方々が、ご著書、雑誌、贈り物などを送って下さってきました。書籍、

雑誌、通信などはせっかく送っていただいたものですので、何とか読も

うとしてきましたが、なかなか読み切れませんでした。贈り物は、私が

「いのちの水」と呼ぶ酒などもたくさん送っていただきましたが、飲み

切れないほどでした。ご好意をありがたく思いますが、いつも心苦しく

思ってきましたし、これまでも私信以外は送らないで下さいとお願いし

てきました。でも、その事務所は２０２２年６月末に閉じました。 

（http://www.go.tvm.ne.jp/~koide/Hiroaki/remark/officeclosure.pdf） 

年内いっぱいは転送してもらう手続きをしてありますが、年明け以降

は郵便物や宅急便を受取ることができなくなります。また、電話もすで

に使えません。今後は、郵便物などは宛先不明でお手元に戻ることにな

ります。悪しからずお許しください。 

 ただ、フクシマ事故が一向に収束できず、被害者の苦悩がますます深

まる中、簡単には仙人になれそうにありません。私は自分の老いには自

覚的でいようと思ってきました。でも、時は容赦なく流れ、ますます老
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いを実感するようになりました。今後は、私に残された力をどうしても

私でなければならないことだけに集中しようと思います。この国は今、

フクシマ事故を忘れさせ、再度原子力にのめり込んでいこうとしていま

す。そしてそれどころではなく、戦争への道を転げ落ちて行っているよ

うです。私はフクシマ事故被害者の苦悩を少しでも減らしたいと思いま

すし、原子力を一刻も早く廃絶させたいと願います。また何としても、

次の世代の人たちに戦争を引き渡したくありません。そんなことに力を

使いながら、一歩ずつ消えていこうと思います。 

 下の署名欄に記すメールアドレスは当面生かしておきます。講演のご

依頼などを含め、必要なご連絡があれば、メールでお知らせください。

どうしても私信を受取る必要がある場合は、ご相談させてください。年

賀状など形式的な文書はお断りしますが、私信に限り必要な場合には、

自宅の住所をお知らせします。 

 また、この文書もそうであるように、私から発信したい情報は下の署

名欄にある私の HP に載せます。必要と思われる方は私の HP をチェック

してくださるようお願いします。 

 いよいよ２０２３年を迎えます。皆さんのご多幸を願います。 

 

               ２０２２年１２月末日 

 

小出 裕章 

 

（松本に移住して以降使ってきた「開智 1 の 1 の 1」の事務所は閉鎖しました。） 

e-mail: koidehiroaki1949@yahoo.co.jp 

HP: http://www.go.tvm.ne.jp/~koide/Hiroaki/index.htm 


